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 ２年生４名が、１０月２３日（水）、２４日（木）、２５日（金）の２泊３日で修学旅行

に行きました。 

たった４人の修学旅行は、準備段階から大変なものでした。一人一人に多くの役割があ

り、事前学習やしおり作成には多くの時間がかかりました。４人しかいないので４人とも

が係長です。県へき地研究大会でのポンプ操法披露や文化祭でのダンスの練習、中体連新

人戦の練習に古賀特別支援学校交流会の準備。その合間を縫って、係会の準備もしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 当日もよくがんばりました。飛行機やジャンボタクシーの中では、

研修前に学習ポイントを確認し、各研修を終えるたびに学びを振り

返りました。宿に着いたら、各係から振り返りと明日の確認です。

その１つ１つが経験となり、成長につながりました。 

帰ってきた４名の姿を見ていると実りの多い修学旅行であったこ

とが伺えます。２つ３つ先のことを考えて行動する姿、興味を強くもって授業に臨む姿、前向きな発言で自分から動く姿等々。１１月には B.F.C.退

団式、１２月には生徒会所信表明演説があり、いよいよ世代交代が加速します。４人は、相島分校のリーダーになります。ここで学んだことを日常

の学校生活に生かし、４人がさらに結束していくことを期待しています。この修学旅行はその始まりです。いい始まりが切れたと思います。 
 

振り返りから（今日の感想や係の反省などから抜粋） 

・ ３日間の修学旅行を通して。１日目は平和学習がメインでした。事前学習であらかじめ知っていたことはありましたが、実際に資料館などで

見たり、聞いたりすることができました。特にアブチラガマでは、争いがどんなものなのか、そして命の尊さを改めて感じ、深く学ぶことがで

きました。２日目、３日目は楽しく学ぶ場面も増え、美ら海水族館や自主研修では楽しみつつ、国際海洋環境情報センターや嘉手納基地などで

はしっかり学ぶことができ、スローガンである「楽学両道」を達成することができたと思います。また係活動については、初日はまだまだ点呼

もとれず、集中できていないところがあり、自分の立てた係の目標とはほど遠いところにいました。しかし、振り返りなどで、自分の係を見直

し、課題を見つけて次の日に生かすことができ、成長できたと思いました。他の係とも協力し、時間やあいさつに気を付けて過ごすことができ

ました。この修学旅行で感じたことや成長したことは、修学旅行で終わるのではなく、これからの生活につなげていこうと思います。 

・ 昨日、忘れ物チェックをがんばりたいという振り返りをしました。チェックアウトのときや荷物を出したときに声かけを行い、忘れ物ゼロで

福岡に帰ることができました。また、昨日意識していたあいさつを今日も意識することができました。感謝の気持ちを常にもち、行動すること

ができました。 

・ 今回の修学旅行では、いつもは味わえない、不思議で楽しいことをたくさん学ぶことができました。戦争の悲惨さを考え、海、特に深海のこ

とについて詳しくなりました。また、先を見通して時間を計算する大変さ、すぐに動くことの大切さ、この修学旅行に携わってくださった方々

への感謝など、たくさん考えることがありました。とても楽しい修学旅行でしたが、たくさんの課題を見つけることができた修学旅行でした。 

・ 私が３日間で学んだことは３つあります。１つは戦争の恐ろしさです。戦争で何もかも失ってしまい、誰もがつらいことだなということが分

かりました。２つはサンゴについてです。サンゴだけで防波堤の役割や魚を育てることができることがわかりました。３つはみんなのいるよさ

です。もし、みんながいなかったら修学旅行を送ることができなかったし、楽しむことができなかったと思うので、関わってくれた人に感謝を

伝えたいと思いました。 

【今回の修学旅行の目的】 

 〇糸満市「平和の礎」、「県立平和資料館」、「ひめ

ゆり平和祈念館」、「糸数アブチラガマ」で第 2

次世界大戦と沖縄戦（地上戦）の経験からの教

訓を学び、嘉手納基地や辺野古の状況など今な

お続いている基地問題や沖縄県の現状を知るこ

とで、今、起こっている社会状況にも目を向け

て、恒久の平和について考える機会とする。 

 〇火災で焼失し再建中の首里城の見学などを通し

て、防火・防災政策や復興への人々の思いにつ

いて学び、BFC活動の取組に生かす。 

 〇海洋ゴミ問題や海の生物多様性について考える

ことにより、相島での自分たちの生活との関わ

りやつながりについて SDGｓと関連付けて考

えていく。 

 〇沖縄県の観光資源を生かした地域づくりを体感

し、島ガイドにおける発信方法の参考とする。 

 〇沖縄の伝統工芸品づくり（機織（ミンサー織）

体験、紙すき体験、紅型染めなど）の体験や食

事などを通して本土の文化と沖縄の文化の違い

など文化の多様性について知る機会とする。 

 〇知らない土地でいろいろな方々と関わることを

通して社会性を育て、係活動や自分たちで計画

をもとに行動することで協力することの大切さ

や自主性を育てる。 

おおかかええりりななささいい！！  実実りり多多きき修修学学旅旅行行ででししたたねね！！   

ひめゆりの塔 平和資料館 

伝統工芸体験 糸数アブチラガマ 

国際海洋環境情報センター 

美ら海水族館 

嘉手納基地 

首里城 

牧志公設市場 

国際通り 



 

 

 

１０月１１日（金）古賀特別支援学校の皆さんとの交流

会がありました。昨年は、リモートでの交流会でしたが、

今年は相島に来ていただくことができました。それぞれの

学校の紹介をし、その特色にお互い刺激を受けました。自

己紹介、学校紹介のあとは、みんなで釣り体験をしました。

釣り体験を通して、普段とはまた違った協働的な活動を行

うことができ、よい経験になったようです。「古賀特別支援

学校の皆さんとたくさんお話をすることができてよかった」

「好きなものや得意なものがみんなそれぞれにあっておも

しろかった」「また来年も来てほしい」との声が聞かれまし

た。 

 

 

 

 

 

 １０月１８日（金）第６８回福岡県へき地・小規模校教育研究連盟研究大会が行われました。県内の多くの先生方に、相島分校と相島小学校の学

びを見ていただきました。生徒の学ぶ楽しさを実感している朗らかな表情と B.F.C.で見せるたくましい姿に、多くの先生方が感動をしてくださった

とのことでした。ある先生は、「胸を打たれたどころではなく、胸を打ち抜かれた」という表現を使われていました。この日のために、草刈りをし

てくださった島の方々、受付等のお仕事をしてくださった方々、そして日頃より温かく見守ってくださっている保護者の方々、本当にありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

【２年生も 3 年生もたくさんほめられました】     【感動の B.F.C.ステージ発表】    【相島のよさを他の人にも伝えてね～！】 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7
1 金 学力分析テスト　 国 数 社 理 英 国 国 数 社 理 英 英 国 数 社 理 英 美

2 土

3 日 文化の日　まつり新宮

4 月 振替休日

5 火 生徒会　全校音楽③（３限）　文化祭会場準備（５限）　定期考査計画立て（４限） 技 数 音 学 勤 生 国 理 音 学 勤 生 理 国 音 学 勤 生

6 水 文化祭リハーサル（１～４限） 文 文 文 文 家 英 文 文 文 文 数 国 文 文 文 文 英 数

7 木 ALT（午前）　ダンス講師（1限２限）　高校体験事後⑥（５限６限）　修学旅行事後②（６限）　３年補充① 体 体 英 社 社 S 体 体 道 英 国 S 体 体 道 理 S S 国

8 金 ALT（午前） 国 理 道 体 英 数 理 社 英 体 数 美 社 英 社 体 理 英

9 土 ＣＳの日（小中合同文化祭）　進路説明会（３年） 文 文 文 文 旅 旅 文 文 文 文 旅 旅 文 文 文 文 旅 旅

10 日

11 月 振替休日

12 火 ３年補充② 美 音 数 体 国 部 数 国 音 体 社 部 国 数 社 体 音 学 社

13 水 数 理 英 技 社 家 技 英 家 社 理 国 国 社 理 英 技 数

14 木 ＢＦＣ一斉夜回り　文化祭（予備） 英 体 道 社 国 S 国 理 道 体 英 S 理 英 道 理 体 S

15 金 龍王祭　　ALT（午後） 国 理 英 国 美 数 理 社 美 英 数 英 数 英 国 社 理 美

16 土

17 日 糟屋区中文連

18 月 修学旅行事後③（５限） 英 国 数 美 社 学 国 数 英 社 S 学 数 家 社 国 英 学

19 火 ３年補充③　SC 社 理 数 体 音 S 理 国 音 体 理 英 国 音 英 体 理 数 数

20 水 学同部④１５：４５　資源回収　１３時３０分下校 数 理 英 国 英 国 家 数 社 英 数 家

21 木 定期考査　高校体験事後⑦（５限６限） 英 数 体 音 国 S 英 数 体 音 英 国 英 数 体 音 S S

22 金 定期考査　３年補充④ 社 国 理 体 美 数 社 国 理 体 数 英 社 国 理 体 理 国 理

23 土 勤労感謝の日

24 日

25 月 いじめアンケート 理 国 数 社 英 部 国 数 英 理 社 部 数 英 社 国 理 部

26 火 修学旅行事後④（６限）　３年補充⑤ 社 英 数 体 音 学 理 国 音 体 社 学 国 音 英 体 理 学 国

27 水 ＢＦＣ退団式（１限～５限） 理 S S S S S 英 S S S S 社 S S S S S

28 木 高校体験事後⑧（５限６限）　３年補充⑥ 数 英 道 社 国 S 国 理 道 英 英 数 数 社 道 理 S S 英

29 金 離島子ども交流会（５限６限）　漁村留学応募締切 国 理 美 数 学 学 理 社 美 美 数 学 数 英 社 英 理 美

30 土

日 曜 主　な　行　事
１　学　年 ２　学　年 ３　学　年

古古賀賀特特別別支支援援学学校校のの皆皆ささんんととのの交交流流会会  

１１１１月月のの行行事事予予定定  

SSppeecciiaall  TThhaannkkss  

【それぞれの伝統を伝え合いました】    【釣れなかった人もいたけど楽しかった！】 


